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直交行列と対称行列

1 直交行列

定義 1.1 行列M が tM = M−1 を満たすとき、M は直交行列であると言います。

1.1 直交行列の性質
■２つの直交行列M,N の積はまた直交行列になります：

t(MN) = tN tM = N−1M−1 = (MN)−1.

しかし、直交行列の和は直交行列とは限りません。

■当然直交行列は正則ですが、その行列式は以下の計算が示す様に±1のいずれかです。

|M |2 = |M ||M | = |tM ||M | = |M−1||M | = |M−1M | = |E| = 1

■また、直交行列の表現する一次変換は、ヴェクターの大きさを変えません：

∥Ma∥2 = Ma ·Ma = t(Ma)Ma = tatMMa = taa = a · a = ∥a∥2

更に言えば、同様の計算によって、内積も不変である事が分かります：

Ma ·Mb = t(Ma)Mb = tatMMb = tab = a · b.

と云うことは、ヴェクターの大きさも変えず、内積も変えないわけですからこの一次変
換は２つのヴェクターの成す角度も変えない事が分かります。

1.2 直交行列の例
２つのヴェクターの内積を変えない変換と云う事ですが、例えばどう云うものだろう
と考えてみると、回転変換は正にそうです。２次元の角度 θ の回転変換の表現行列は(
cos θ − sin θ

sin θ cos θ

)
でしたが、確かにこれは直交行列になっていますね。

また、変換の様子を思い浮かべてみれば分かる通り、ある原点を通る直線に関する折
り返しもそうです（演習問題参照）。

1.3 直交行列の固有値
pが直交行列M の固有値であって対応する固有ヴェクターがw であるならば、内積
の不変性から

p2w ·w = (pw) · (pw) = (Mw) · (Mw) = w ·w

となって、w はゼロヴェクターではないので p2 = 1が分かります。従って直交行列の
固有値は、存在するならば ±1のいずれか（あるいは両方）です。

1.4 直交行列の成分
M =

(
a1 a2 · · · an

)
を n次の直交行列とします（a1, . . . ,an は n本の n次元

縦ヴェクターです）。このとき、tMM = E から、
t(
a1 a2 · · · an

)(
a1 a2 · · · an

)
= E

ta1

ta2

...
tan


(
a1 a2 · · · an

)
=


1

1 0
. . .

0 1



a1 · a1 a1 · a2 · · · a1 · an

a2 · a1 a2 · a2 · · · a2 · an

...
...

. . .
...

an · a1 an · a2 · · · an · an

 =


1

1 0
. . .

0 1


となって、

ai · aj =

1 i = j

0 i ̸= j

が分かります。つまり、n本のヴェクター a1,a2, . . . ,anはすべて単位ヴェクターであ
り、かつ、その内の異なる２本は互いに直交していることが行列

(
a1 a2 · · · an

)
が直交行列であるための必要十分条件です。

この内積の様に、２つの（自然数の）添字のついたもので、i = jのとき 1になり i ̸= j

のとき 0になるようなものを特に記号 δij で表して Kronecker Deltaと言います：

δij =

1 i = j,

0 i ̸= j
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添字 i, jの取りうる範囲はケースバイケースですがそれがどうであっても同じ記号を使
います。これは単位行列を表していると考えても良いでしょう。

2 対称行列

定義 2.1 行列M が tM = M を満たすとき、M は対称行列であると言います。ま
た、tM = −M を満たす時は、M は交代行列（aka 歪対称行列・反対称行列）で
あると言います。

2.1 対称行列の性質
■対称行列の和は対称行列です：

t(M +N) = tM + tN = M +N.

対称行列の積は対称行列になるとは限りません（交代行列についても同様です）。

■任意の行列 Aに対して tAAは対称行列になります。

■任意の正方行列 Aに対して、A+tA
2 は対称行列であり、A−tA

2 は交代行列です。
従って、任意の正方行列は対称行列と交代行列の和で書けることになります：

A =
A+ tA

2
+

A− tA

2
.

■また、ヴェクターの内積に関しては、M が対称行列なら
v · (Mw) = tvMw = tvtMw = t(Mv)w = (Mv) ·w

となっています。

2.2 対称行列の固有値・固有ヴェクター
2.2.1 固有値

M =

(
m11 m12

m21 m22

)
を２次の正方行列としたとき、その固有方程式は

0 = |M − xE| =

∣∣∣∣∣m11 − x m12

m21 m22 − x

∣∣∣∣∣ = x2 − (m11 +m22)x+m11m22 −m12m21

ですから、もしもM が対称行列ならばm12 = m21 であって、その判別式は

(m11 +m22)
2 − 4(m11m22 −m2

12) = (m11 −m22)
2 + 4m2

12 ≥ 0

となり実固有値を（重複度も込めて）２つ必ずもつ事が分かります。要するに、対称行
列に関しては『（実）固有値がない』と云う事はあり得ないわけです（３次対称行列で
はどうでしょうか？考えてみて下さい）。

2.2.2 固有ヴェクター

また、２つのヴェクター vp,vr が対称行列M のそれぞれ異なる固有値 p, rに対応し
た固有ヴェクターであるならば、

p(vp · vr)

= (pvp) · vr = (Mvp) · vr = tvp
tMvr = tvp(Mvr) =

tvp(rvr) = r(vp · vr)

となり、p ̸= rである事から vp · vr = 0である事、すなわち、異なる固有値に対応し
た固有ヴェクター同士は垂直である事が分かります。

2.3 ２次対称行列の対角化
以下M = (mij)を２次の対称行列とします。

2.3.1 固有値が重複している場合

この場合は先に判別式を見た様にm11 = m22, m12 = m21 = 0 となっているはずで、
これはM が単位行列の定数倍である事、従って特に既に対角化されている事を意味し
ますから、この場合は対角化を考える必要はありません。

2.3.2 相異なる２つの固有値をもつ場合

２つの固有値を p, r、それぞれに対応した固有ヴェクターを vp,vr とします。
このとき Q =

(
vp vr

)
とおけば、

MQ = M
(
vp vr

)
=
(
Mvp Mvr

)
=
(
pvp rvr

)
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ですが、vp = Q

(
1

0

)
などに注意すれば

MQ =

(
pQ

(
1

0

)
rQ

(
0

1

))
=

(
Q

(
p

0

)
Q

(
0

r

))
= Q

(
p 0

0 r

)

Q−1MQ =

(
p 0

0 r

)

となってM を対角化する事が出来ます。
ここで固有ヴェクターを並べて作った行列 Qに注目すると、対称行列の異なる固有
値に対応する固有ヴェクター同士は垂直であったわけですからこの vp,vr も垂直です。
そこで元々 vp,vr を単位ヴェクターである様に選んでおけば（定数倍するだけです
からいつでも可能です）、この２本は互いに直交する単位ヴェクターですから、今日最
初にお話しした様に行列 Qは直交行列になっています（従って Q−1 = tQです）。

2.4 行列のべき乗
正方行列M が固有ヴェクターを並べてできる正則行列 P によって

P−1MP = D

と対角化できる場合、

M = PDP−1

Mn = (PDP−1)n = PDnP−1

となり、対角行列

D =


a1

a2 0
. . .

0 am


のべき乗は

Dn =


an1

an2 0
. . .

0 anm



と云う風に簡単に計算されるので、右辺が計算できることになり、結果的にMn を求
めることができます。単にべき乗を求めるだけであれば、正則行列 P は直交行列であ
る必要は全くありません。しかし、２次形式の標準形を求める場合には（M は対称行
列です）直交行列を使って対角化しなければなりません。

2.5 Gram-Schmidtの直交化
３次以上の対称行列を直交行列を使って対角化するためには得られた固有ヴェクター
の組を互いに直交するものに置き換えなければなりません。

例えば行列

 1 −2 −2

−2 1 −2

−2 −2 1

 の固有値は −3, 3で、固有ヴェクターは

固有値 3：　 v31 =

−1

1

0

 , v32 =

 0

1

−1

 , 固有値-3：　 v−3 =

1

1

1


ですが、v31と v32が直交していないので、このまま（長さを１にしたうえで）並べて
も直交行列にはなりません。
固有値 3に関する固有ヴェクターは、この２つのヴェクターの一次結合 av31 + bv32

の中から選ぶならばどれでも良いわけですから、互いに直交する２本を選びます。
取り敢えず v31は使う事にして、これと av31 + bv32が直交する様に定数 a, bを決定

してやります。すると

0 = v31 · (av31 + bv32) = 2a+ b

であれば良いわけですから、a = −1, b = 2で考えれば

−v31 + 2v32 =

 1

1

−2


が得られます。これによって互いに直交する固有ヴェクターの組：

v31 =

−1

1

0

 , v33 =

 1

1

−2

 , v−3 =

1

1

1


が得られたので後はそれぞれを長さ１にして並べれば直交行列ができます。
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Exercise

基本演習 1 対称行列M =

(
2 2

2 −1

)
を直交行列によって対角化しMn を求めて

下さい。

基本演習 2 次の各対称行列を直交行列によって対角化して下さい。

(1)

 1 −2 0

−2 2 −2

0 −2 3

 (2)

2 1 1

1 2 1

1 1 2



(3)

 1 −1 1

−1 1 1

1 1 1

 (4)

4 2 2

2 1 1

2 1 1


基本演習 3 次の 3本の 4次元ヴェクターについて以下の問いに答えて下さい：

a = t
(
1 −1 2 5

)
,b = t

(
2 −3 3 5

)
, c = t

(
3 2 −1 4

)
.

(1) b + kaが aと垂直になる様な定数 kを求めて下さい。
(2) 上で求めた kを使って d = b+ kaとします。このとき、c+ pa+ rdが a,d

の両方と垂直である様に定数 p, rを求めて下さい。

基本演習 4 (1) 平面内の原点を通る直線に関する折り返し変換の表現行列は直交
行列になる事を示して下さい。
(2) 原点を通らない直線に関する折り返しは、そもそも１次変換でありませんが、
その理由を端的に述べて下さい。

基本演習 5 2次の直交行列は、回転行列であるか、又は回転行列と x-軸に関する
折り返し変換行列の積のいずれかである事を示して下さい。

発展演習 6 3次対称行列M =

1 a b

a 1 c

b c 1

について以下の問いに答えて下さい。
ただし、a, b, cは全て異なり、いずれも 0でないとします。
(1) f(x) = |M − xE|を求め、さらに f(x)を f ′(x)で割った余り h(x)を求めて
下さい。

(2) f ′(x) = 0の解 α, β を求め、(1)で求めた h(x)を上手く使って f(α)f(β)を
求めて下さい。
(3) AM-GM不等式を使って f(α)f(β) < 0である事を示して下さい。
(4) 以上の結果と 3次関数 y = f(x)のグラフの形に関する考察から、M は 3つ
の異なる実固有値をもつ事を示して下さい。

発展演習 7 (1) 行列式の基本的な性質を使って、奇数次の交代行列の行列式は 0で
ある事を証明して下さい。
(2) 2次の交代行列式は非負である事を証明して下さい。
(3) 4次の交代行列式は abc ̸= 0なら

0 a b c (1)

−a 0 d f (2)

−b −d 0 g (3)

−c −f −g 0 (4)

=
1

a2b2c2

0 a b c (1)

−abc 0 bcd bcf (2)× bc

−abc −acd 0 acg (3)× ac

−abc −abf −abg 0 (4)× ab

と変形出来る事などを使って計算し、常に非負である事を証明して下さい。
(4) 交代行列の（実）固有値は 0のみである事を証明して下さい。
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Exercise　解答例

基本演習 1 対称行列M =

(
2 2

2 −1

)
を直交行列によって対角化しMn を求めて

下さい。

まず固有値を求めます。固有方程式は

|M − tE| = (2− t)(−1− t)− 4 = t2 − t− 6 = (t− 3)(t+ 2)

なのでその実数解すなわちM の固有値は −2, 3です。

次に各固有値に対応した固有ヴェクターを求めます。

まず固有値 −2に関しては、Mx = −2x となるヴェクター x を求めれば良いわけで
すが、これは連立方程式： 4x+ 2y = 0

2x+ y = 0

を解けばよく、y = −2xですから、(
x

y

)
=

(
x

−2x

)
= x

(
1

−2

)
//

(
1

−2

)

となって、求める固有ヴェクターは
(

1

−2

)
です。

次に固有値 3に関しては、Mx = −3x となるヴェクター x を求めれば良いわけです
が、これは連立方程式： −x+ 2y = 0

2x− 4y = 0

を解けばよく、x = 2yですから、(
x

y

)
=

(
2y

y

)
= y

(
2

1

)
//

(
2

1

)

となって、求める固有ヴェクターは
(
2

1

)
です。

そこで、長さ１の固有ヴェクターを並べて得られる行列を P と置けば：

P =

(
1√
5

(
1

−2

)
1√
5

(
2

1

))
=

1√
5

(
1 2

−2 1

)

P は直交行列であって、

P−1MP =

√
5

5

(
1 −2

2 1

)(
2 2

2 −1

)
1√
5

(
1 2

−2 1

)

=
1

5

(
1 −2

2 1

)(
−2 6

4 3

)

=
1

5

(
−10 0

0 15

)

=

(
−2 0

0 3

)

とM を対角化する事が出来ます。また、

M = P

(
−2 0

0 3

)
P−1

からMn は

Mn = P

(
−2 0

0 3

)n

P−1

= P

(
(−2)n 0

0 3n

)
P−1

=
1√
5

(
1 2

−2 1

)(
(−2)n 0

0 3n

) √
5

5

(
1 −2

2 1

)

=
1

5

(
1 2

−2 1

)(
(−2)n −2(−2)n

2 · 3n 3n

)

=
1

5

(
(−2)n + 4 · 3n −2(−2)n + 2 · 3n

−2(−2)n + 2 · 3n 4(−2)n + 3n

)

と求められます。
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基本演習 2 次の各対称行列を直交行列によって対角化して下さい。

(1)

 1 −2 0

−2 2 −2

0 −2 3

 (2)

2 1 1

1 2 1

1 1 2



(3)

 1 −1 1

−1 1 1

1 1 1

 (4)

4 2 2

2 1 1

2 1 1



何れも似た様な問題であり、真に新しい困難は同じ固有ヴェクターで直交するものを
選ぶ部分にありますからそこに重点を置いて他は省略気味に書きます。
(3) 固有方程式は ∣∣∣∣∣∣∣

1− x −1 1

−1 1− x 1

1 1 1− x

∣∣∣∣∣∣∣ = −(x+ 1)(x− 2)2

ですから固有値は −1, 2であり、それぞれに対応した固有ヴェクターを求めると、

固有値 −1：　 p1 =

 1

1

−1

 , 固有値 2：　 p2 =

1

0

1

 , p3 =

0

1

1


となっており、p1 は p2,p3 の双方と直交していますが p2 と p3 は直交していません。
そこで、p4 = ap2 + bp3が p2と直交する様に（p1と直交する事は明らか）定数 a, b

を決めようと思いますが、

0 = p2 · (ap2 + bp3) = 2a+ b

ですから、例えば a = −1, b = 2とすれば、

p4 = −p2 + 2p3 =

−1

2

1



が得られます。以上から、p1,p2,p4を長さ１にして並べて出来る行列 P は直交行列に
なります：

P =

 1√
3

 1

1

−1

 1√
2

1

0

1

 1√
6

−1

2

1


 .

更にこのとき、元の行列をM とすれば、

MP = M
(

1√
3
p1

1√
2
p2

1√
6
p4

)
=
(

1√
3
Mp1

1√
2
Mp2

1√
6
Mp4

)
=
(
− 1√

3
p1

2√
2
p2

2√
6
p4

)
=

−P

1

0

0

 2P

0

1

0

 2P

0

0

1


 = P

−1 0 0

0 2 0

0 0 2



P−1MP =

−1 0 0

0 2 0

0 0 2


となってM を P によって対角化する事が出来ます。
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基本演習 3 次の３本の４次元ヴェクターについて以下の問いに答えて下さい：

a =


1

−1

2

5

 ,b =


2

−3

3

5

 , c =


3

2

−1

4

 .

(1) b + kaが aと垂直になる様な定数 kを求めて下さい。

(2) 上で求めた kを使って d = b+ kaとします。このとき、c+ pa+ rdが a,d

の両方と垂直である様に定数 p, rを求めて下さい。

(1) まず内積を計算しておくと、

a · b = 36, b · c = 17, c · a = 19,

a · a = 31, b · b = 47, c · c = 30

ですから、
a · (b + ka) = 36 + 31k = 0

から k = − 36
31 が分かります。

(2) d = b + kaとすると、

c + pa+ rd = c + pa+ r(b + ka) = (p+ rk)a+ rb + c

なので、

0 = a · {(p+ rk)a+ rb + c} = 31(p+ rk) + 36r + 19 = 31p+ 19

から p = − 19
31 です。また、

0 = d · {(p+ rk)a+ rb + c}

= rd · b + d · c

= r(b + ka) · b + (b + ka) · c

= 47r + 36kr + 17 + 19k

= 31 · 47r − 362r + 31 · 17− 19 · 36

= 161r − 157

から、r = 157
161 である事も分かります。

基本演習 4 (1) 平面内の原点を通る直線に関する折り返し変換の表現行列は直交
行列になる事を示して下さい。
(2) 原点を通らない直線に関する折り返しは、そもそも１次変換でありませんが、

その理由を端的に述べて下さい。

(2) １次変換は原点を必ず原点に移しますが、原点を通らない直線に関する折り返し
変換は原点を原点でない点に移します。

基本演習 5 ２次の直交行列は、回転行列であるか、又は回転行列と x-軸に関する
折り返し変換行列

(
1 0

0 −1

)
の積のいずれかである事を示して下さい。

２次正方行列M =

(
a b

c d

)
が直交行列であるならば、２つのヴェクター

(
a

c

)
,

(
b

d

)

は互いに直交する単位ヴェクターですが、まず
(
a

c

)
に関して、これが単位ヴェクター

であると云う事は点 (a, c)は単位円周上にありますから a = cos θ, c = sin θとなる角度
θが存在します。
また、単位ヴェクター

(
a

c

)
に直交する単位ヴェクター

(
b

d

)
の可能性は±

(
−c

a

)
の

どちらかしかなく、従って行列M は(
cos θ − sin θ

sin θ cos θ

)
,

(
cos θ sin θ

sin θ − cos θ

)
のいずれかであることが分かります。前者は回転行列ですが、後者は(

cos θ sin θ

sin θ − cos θ

)
=

(
cos θ − sin θ

sin θ cos θ

)(
1 0

0 −1

)
ですから、確かに題意は成り立っています。
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発展演習 6 ３次対称行列M =

1 a b

a 1 c

b c 1

について以下の問いに答えて下さい。
ただし、a, b, cはいずれも 0ではなく、また全て異なる数であるものとします。

(1) f(x) = |M − xE|を求め、さらに f(x)を f ′(x)で割った余り h(x)を求めて
下さい。

(2) f ′(x) = 0の解 α, β を求め、(1) で求めた h(x)を上手く使って f(α)f(β)を
求めて下さい。

(3) AM-GM不等式を使って f(α)f(β) < 0である事を示して下さい。

(4) 以上の結果と３次関数 y = f(x)のグラフの形に関する考察から、M は３つ
の異なる実固有値をもつ事を示して下さい。

(1)

f(x) =

∣∣∣∣∣∣∣
1− x a b

a 1− x c

b c 1− x

∣∣∣∣∣∣∣
= (1− x)3 + 2abc− a2(1− x)− b2(1− x)− c2(1− x)

= 1− 3x+ 3x2 − x3 + 2abc+ (a2 + b2 + c2)x− (a2 + b2 + c2)

= −x3 + 3x2 + (a2 + b2 + c2 − 3)x+ 1− a2 − b2 − c2

f ′(x) = −3x2 + 6x+ a2 + b2 + c2 − 3

ですので、

−3x2 + 6x+ a2 + b2 + c2 − 3

1
3
x − 1

3

−x3 +3x2 +(a2 + b2 + c2 − 3)x +1− a2 − b2 − c2 − 2abc
−x3 +2x2 + 1

3
(a2 + b2 + c2 − 3)x

x2 + 2
3
(a2 + b2 + c2 − 3)x +1− a2 − b2 − c2 − 2abc

x2 −2x − 1
3
(a2 + b2 + c2 − 3)

2
3
(a2 + b2 + c2)x − 2

3
(a2 + b2 + c2)− 2abc

から、
h(x) =

2

3
(a2 + b2 + c2)(x− 1)− 2abc

が分かります。

(2)

0 = −3x2 + 6x+ a2 + b2 + c2 − 3 = a2 + b2 + c2 − 3(x− 1)2

によれば、f ′(x) = 0となるのは x = 1±
√

a2+b2+c2

3 のときであり、最初の条件からこ
れは異なる２つの実数です。
従って (1) の結果から、f(α) = h(α), f(β) = h(β)なので

f(α)f(β) = 2

{(
a2 + b2 + c2

3

) 3
2

− abc

}
· 2

{
−
(
a2 + b2 + c2

3

) 3
2

− abc

}

= 4

{
a2b2c2 −

(
a2 + b2 + c2

3

)3
}

となります。

(3) AM-GM不等式に依れば

a2 + b2 + c2

3
≥ 3

√
a2b2c2(

a2 + b2 + c2

3

)3

≥ a2b2c2 すなわち 0 ≥ a2b2c2 −
(
a2 + b2 + c2

3

)3

ですが、等号が成り立つのは a2 = b2 = c2の場合であり、このとき a, b, cは全て絶対値
が等しい数であり、従ってこのうち少なくとも２つは等しくなければならず、これは最
初の仮定に反しますので等号は成り立たない事が分かります。
以上から f(α)f(β) < 0です。

(4) f(x)は x3 の係数が負の３次関数であって微分が 0と
なる点が２つありますから、y = f(x)のグラフは大体次の
様になりますが、その微分が 0となる２点での f(x)の値は
(3) で見た様に正と負になっており、これはグラフが３点で
x-軸と交わる事を意味しており、従って f(x) = 0すなわち
M の固有方程式は３つの異なる実数解（実固有値）をもち
ます。
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発展演習 7 (1) 行列式の基本的な性質を使って、奇数次の交代行列の行列式は 0で
ある事を証明して下さい。

(2) ２次の交代行列式は非負である事を証明して下さい。

(3) ４次の交代行列式は abc ̸= 0なら

0 a b c (1)

−a 0 d f (2)

−b −d 0 g (3)

−c −f −g 0 (4)

=
1

a2b2c2

0 a b c (1)

−abc 0 bcd bcf (2)× bc

−abc −acd 0 acg (3)× ac

−abc −abf −abg 0 (4)× ab

と変形出来る事などを使って計算し、常に非負である事を証明して下さい。

(4) 交代行列の（実）固有値は 0のみである事を証明して下さい。

(1) 行列を転置してもその行列式は変わりませんし、行列式は各列ごとの線形性をも
ちますから、M が n次正方行列なら

|tM | = |M |, |kM | = kn|M |

が成り立っています。従ってM が奇数次の交代行列なら

|M | = |tM | = | −M | = (−1)n|M | = −|M |

となって |M | = 0である事が分かります。

(2) ２次の交代行列式は明らかに∣∣∣∣∣ 0 a

−a 0

∣∣∣∣∣ = a2 ≥ 0

となっており、非負です。

(3) ４次の交代行列は一般に 
0 a b c

−a 0 d f

−b −d 0 g

−c −f −g 0



ですが、abc ̸= 0ならば、
0 a b c (1)

−a 0 d f (2)

−b −d 0 g (3)

−c −f −g 0 (4)

=
1

a2b2c2

0 a b c (1)

−abc 0 bcd bcf (2)× bc

−abc −acd 0 acg (3)× ac

−abc −abf −abg 0 (4)× ab

= −

0 1 1 1 (5)

1 0 cd bf (6)

1 −cd 0 ag (7)

1 −bf −ag 0 (8)

= −

0 1 1 1 (5)

1 0 cd bf (6)

0 −cd −cd ag − bf (7)− (6)

0 −bf −ag − cd −bf (8)− (6)

と変形出来る事に注意すれば、余因子展開して

=

1 1 1

−cd −cd ag − bf

−bf −ag − cd −bf

(9) (10) (11)

=

1 0 1

−cd 0 ag − bf

−bf −ag + bf − cd −bf

(9) (10)− (9) (11)

= (ag − bf + cd)
1 1

−cd ag − bf

= (ag − bf + cd)2

≥ 0

となってやはり４次の交代行列式も非負です（abc = 0の場合は省きましたが、計算は
簡単になりますのでそれぞれ計算してみて下さい）。
一般に偶数次の交代行列式は成分のある多項式（一般に Pfaffianと呼ばれています）
の２乗になり、非負です。

(4) 奇数次の交代行列式は 0でしたが、これは奇数次の交代行列が固有値 0を必ずも
つ事を意味しています。
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また、pを交代行列M の（実）固有値、w を対応した固有ヴェクターとすると、
twMw = tw(pw) = p∥w∥2

ですが、実数（即ち１次正方行列）は転置しても変わりませんから

p∥w∥2 =
t(twMw

)
= tw(−M)w = −p∥w∥2

となってしまい、p = 0である事が分かります。
つまり、交代行列は、実固有値をもったとしてもそれは 0のみである事が分かります。

もちろん虚数の範囲で固有値を求めれば固有値は存在しますが、交代行列の複素固有
値は純虚数のみである事が知られています。


